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110007 X-01/21-A-1-110007 

2 前期 

【１・２年次生】国際学部国際文化学科 基礎 選択 １年 

【３年次生以上】国際学部国際文化学科 基礎 選択 １年 

授業科目 担当教員 【３年次生以上】国際学部国際文化学科英語集中コース 基礎 選択 １年 

社会思想史 向山 恭一 

【１－３年次生】経営情報学部経営学科 × × × 

【１－３年次生】経営情報学部情報システム学科 × × × 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科経営コース 基礎 選択 １年 

【４年次生】情報文化学部情報システム学科情報コース 基礎 選択 １年 

授業目的 
本授業では西洋近代の 19世紀に完成され、20世紀から現在にいたるまで主要な社会思想として存在する自由主義の歴史をひもとき、自由に生きる
とはどういうことか、ひとが他者とともに暮らさざるをえない社会的存在だとすれば、どこまで自由にいきることができるのかという倫理的な問題
から、個人の自由を守る体制とはいかなるものか、個人の自由が制限されるとすれば、それはどのような条件のもとにおいてかという政治経済的な
問題まで網羅的に考察する。本授業の目的は、そうした問題を明らかにすることをつうじて、ディプロマポリシーに掲げられた「健全な社会生活を
営むための社会常識」（情報文化学部）、「グローバルな課題に批判的な問題意識と建設的な眼差しをもって向き合う実践的な態度」（国際学部）を育
成することである。 

各回の授業内容 

第１回 第９回 
【授】 ガイダンス：私たちは自由をどう理解しているのか――道徳的自由と経済的自由のは

ざまで―― 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 現代自由主義の展開（１）消極的自由から積極的自由へ 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第２回 第１０回 
【授】 自由主義思想の起源と展開：19 世紀から現代までの見取り図 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 現代自由主義の展開（２）：自由放任から政府の市場介入へ 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第３回 第１１回 
【授】 自由主義思想の基本問題（１）：自由の限界はどこにあるのか 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 第 10 回までのまとめと補論 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第４回 第１２回 
【授】 自由主義思想の基本問題（２）：正しい社会とはなにか 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 21 世紀の自由主義（１）：新自由主義の台頭 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第５回 第１３回 
【授】 自由主義と民主主義：政治権力をどう抑制するのか 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 21 世紀の自由主義（２）：新保守主義への変容 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第６回 第１４回 
【授】 第 5 回までのまとめと補論 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 21 世紀の自由主義（３）：共同体主義からの挑戦 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第７回 第１５回 
【授】 古典的自由主義の展開（１）自然権思想と功利主義 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 総まとめ 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

第８回 第１６回 
【授】 古典的自由主義の展開（２）市場経済と自由放任の思想 
【前・後】 予習復習に 4 時間：講義ノートを見直しておくとともに、授業中に指示したテキスト

もしくは配付資料の該当箇所を熟読しておくこと。 

【授】 試験 

成績評価方法 
期末試験の点数(70%)、授業内レポート(30%)を合わせて総合的に評価する。 

教科書・参考書 
授業のなかで適宜紹介する。 

受講に当たっての留意事項 
とくになし。 
実務経験のある
教員による授業
科目有無 

実務経験と授業科目との関連性 
アクティブラーニング（ディ
スカッション、グループワー
ク、発表 等）の実施 

×  × 
学習到達目標 

日々の生活のなかで自由であることの意味を倫理的な観点から反省することができる。 
私たちをとりまく社会情勢について政治経済の観点から理解することができる。 

JABEE 
 

【授】：授業内容【前・後】：事前・事後学習
 


